
あくねあくねあくねあくね

市議会だより市議会だより市議会だより市議会だより
あくね

市議会だより
あくね

市議会だより

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会･･････････････
･･････････････

２２

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会･･････････････

･･････････････

４４

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会･･････････････

･･････････････

５５

委
員
会
で
の
審
議

委
員
会
で
の
審
議････････････････････

････････････････････

５５

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会･･････････････

･･････････････

７７

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問････････････

････････････

1111

ク
イ
ズ

ク
イ
ズfrom

from

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り ･････････････

 ･････････････

1414

ふかたみなとマーケット開催
昨年11月からはじまったマーケットが 

１月８日に深田港で開催されました。
この取組は毎月１回開催されます。

二次元コード

左の二次元コードをス
マートフォンなどで読み
取ると市議会のホーム
ページにリンクします。

令和５年２月15日発行（№218）
阿久根市議会

阿久根市議会

第
２
回
臨
時
会　
第
４
回
定
例
会

第
３
回
臨
時
会
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令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

補
正
予
算

補
正
予
算

令和４年第２回臨時会
プレミアム商品券の追加など一般会計補正予算を審議

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

と
し
て
非
課
税
世
帯
に
５
万

円
を
給
付
す
る
も
の
で
、
財

源
は
全
額
国
庫
支
出
で
す
。

２
億
１
２
９
５
万
円
余

市
制
70
周
年
で
発
行
さ
れ

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
追

加
分
と
し
て
、
一
人
に
つ
き

額
面
五
千
円
の
商
品
券
を
千

円
で
販
売
す
る
も
の
で
す
。

１
億
４
７
８
万
円
余

以
上
を
補
正
追
加
し
、
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
般
会
計
予
算
は
、
１
３
２

億
３
９
８
２
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

討

論

議
案
第
37
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

賛
成 

白
石　
純
一
議
員

こ
の
商
品
券
事
業
は
、
大

変
有
意
義
だ
と
思
っ
て
い
る

が
、
産
業
の
中
で
も
よ
り
必

要
な
業
種
、
業
態
の
方
々
へ

こ
の
恩
恵
が
行
き
渡
る
よ
う

に
も
う
少
し
工
夫
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
も
し
大
型

店
舗
が
、
数
値
的
に
コ
ロ
ナ

禍
で
売
上
げ
が
伸
び
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
把
握
で
き
れ

ば
、
今
回
は
遠
慮
い
た
だ
い

て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

飲
食
業
、
そ
し
て
飲
食
業

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
タ

ク
シ
ー
、代
行
業
者
、そ
し
て

酒
の
製
造
、卸
、ほ
か
に
も
コ

ロ
ナ
禍
で
影
響
を
大
き
く
受

け
ら
れ
て
い
る
業
種
、
業
態

の
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
いっ
た
方
々
に
き
め
細

や
か
な
支
援
と
な
る
よ
う
な
、

こ
の
商
品
券
事
業
の
在
り
方

を
も
う一度
検
証
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
内
訳
を
吟
味
し
、

私
の
提
案
を
少
し
で
も
反
映

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

令和４年第２回臨時会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　
洋
一

濱
門　
明
典

白
石　
純
一

濵
田　
洋
一

竹
原　
信
一

仮
屋
園
一
徳

中
面　
幸
人

牟
田　
　
学

岩
﨑　
健
二

木
下　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　
勝

濵
﨑　
國
治

野
畑　
　
直

議37 令和４年度一般会計補正予算（第６号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決
【表の見方】議：議案　請：請願　決：決議　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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海洋再生可能エネルギー発電設備整備促進区域の指定のための国への情報提供に関し
地元関係者等への積極的な情報提供等を求める意見書

日本は，２０５０年カーボンニュートラルを宣言し，その実現には，電力部門の脱炭素化が大前提であり，
再生可能エネルギーは最大限導入することとされ，このうち洋上風力発電は，再生可能エネルギーの主力電源
化の切り札である。
鹿児島県は，再生可能エネルギー導入ビジョン２０１８を策定し，地域特性を生かした再生可能エネルギー
の導入を促進することとしている。このうち洋上風力発電事業については，国が海洋再生可能エネルギー発電
設備の整備に係る海域の利用の促進に関する法律に基づき，洋上風力発電の開発を認める海域（以下，「促進
区域」という。）の指定を行った上で，公募により事業者を選定することとなっている。
促進区域の指定に当たっては，国の海洋再生可能エネルギー発電設備整備促進区域指定ガイドラインに基づ
き，促進区域の指定を希望する都道府県による情報提供等により様々な情報収集をした上で，早急な指定がで
きる見込みのある有望な区域を選定することとされており，鹿児島県は，この情報提供について，市町村及び
利害関係者等の意向を確認した上で可否を判断することとしている。
今般，本市の沖を含めた海域において，複数の事業者による洋上風力発電事業が計画されているが，これら
は鹿児島県において，カーボンニュートラルの実現，地域の経済への波及効果という観点からも重要な計画で
あって，推進していくべきものである。この推進に当たっては、計画地域の理解，環境への影響等も十分見極
める必要があることから，鹿児島県は関係の市町や利害関係者等の意向も踏まえながら対応するとしている。
しかし，一部の利害関係者から国への情報提供及び情報提供の可否の判断のための一つの条件となる法定協
議会への参加には反対であるとの意向，また，その他の利害関係者から法定協議会への参加を希望するものの，
情報提供は希望しない旨の意向であったことを理由に，国への情報提供を行うに至っていない。
鹿児島県は，国や関係市町と連携し，利害関係者等の制度への理解が深まるよう，勉強会などを開催するほ
か，各地域で制度の具体的な手続等について説明を行い，経済波及効果や環境への影響などの有用な情報を得
た場合は，関係市町や利害関係者等へ積極的に情報提供していくと県議会において答弁されている。
このような状況の中，本市議会に対し，洋上風力発電計画を推進するために，行政，市議会，関係団体等が
連携して協力する体制を構築すること，また，鹿児島県に対して，国に対しての情報提供と有望な区域の指定
を行うよう求める意見書を提出することを求める陳情が市内事業者等の代表者70人の署名を付して提出された。
本市議会では，この陳情を慎重に審査した結果，利害関係者等から反対の意思が示されたものの，鹿児島県
において，利害関係者等への本制度の説明が不足していると判断し，一部採択としたところである。
よって，鹿児島県においては，下記事項をさらに積極的に行われるよう強く要望する。

記
１　利害関係者等に対する制度説明会の開催や有用な情報提供などを積極的に行うこと。
２　利害関係者のうち漁業者については，懸念される事項などについて関係漁業団体から直接聞き取るなど
の対応を行うこと。

３　国への促進区域の指定のために必要となる情報の提供を行うに当たり，条件とされている「利害関係者
から協議会を開始することについて同意を得ること」について，利害関係者と積極的に協議を行うこと。

以上，地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
令和４年１２月７日

鹿児島県阿久根市議会
鹿児島県知事　　塩　田　康　一　殿

「薩摩沖洋上風力発電計画に賛成を求める陳情」の
一部採択に伴う意見書を可決

令和４年第４回定例会
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決議第３号「阿久根市議会の
解散に関する決議」を
賛成６票　反対５票

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
決
算
認
定
の
議
案
は
９
月

本
会
議
に
上
程
後
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し
て
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同

委
員
会
で
は
認
定
す
べ
き
も

の
と
し
て
い
ま
し
た
。
本
定

例
会
に
お
い
て
全
て
賛
成
多

数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定

決
算
認
定

古
里
地
区
集
会
施
設
を
地

区
へ
譲
渡
す
る
た
め
、
阿
久

根
市
地
区
集
会
施
設
の
設
置

条
例
改
正

条
例
改
正

次
の
方
々
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

西
園　
敦
子
さ
ん（
46
）再

公
平
委
員
会
委
員

中
野　
浩
治
さ
ん（
57
）再

人　
　
事

人　
　
事

一
般
会
計

追
加
補
正
分
を
可
決
し
ま

し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
。 補

正
予
算

補
正
予
算

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務

１
３
６
６
万
円
余

〇
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金

１
３
０
０
万
円

そ
の
結
果
一
般
会
計
予
算

は
１
３
２
億
５
９
２
１
万
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

（
５
Ｐ
参
照
）

特
別
会
計

以
下
の
会
計
に
つ
い
て
人

事
異
動
に
伴
う
職
員
給
与
等

の
補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）

△
２
４
１
万
円
余

〇
介
護
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）

△
２
１
９
万
円
余

〇
水
道
事
業
会
計

３
６
８
万
円

そ
の
結
果
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
（
事
業
会

計
）
は
29
億
７
１
１
７
万
円

余
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
（
事
業
勘
定
）
は
32
億
３

９
８
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
の
水

道
事
業
費
予
算
は
５
億
２
６

４
１
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
に
関
す
る
陳
情
は
、
賛
成

少
数
で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し

た
。 

（
５
Ｐ
参
照
）

薩
摩
沖
洋
上
風
力
発
電
計

画
に
賛
成
を
求
め
る
陳
情
は
、

一
部
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
７
Ｐ
参
照
）

陳　
情

陳　
情

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
整
備
促
進
区

域
の
指
定
の
た
め
の
国
へ
の

情
報
提
供
に
関
し
地
元
関
係

者
等
へ
の
積
極
的
な
情
報
提

供
等
を
求
め
る
意
見
書
は
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

意
見
書

意
見
書

議
員
辞
職
に
伴
い
、
１
人

の
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
か
ら

議
長
の
指
名
推
選
に
よ
る
選

挙
で
決
定
し
ま
し
た
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

木
下　
孝
行
議
員

選　
挙

選　
挙

市
長
と
市
議
会
議
員
の
同

日
選
挙
を
求
め
る
３
件
の
陳

情
の
採
択
を
受
け
て
、
議
会

解
散
の
可
否
に
つ
い
て
、
無

記
名
投
票
を
行
っ
た
結
果
、

欠
席
２
名
、
賛
成
６
票
、
反

対
５
票
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
会
解
散
の
議
決
は

特
別
多
数
議
決
に
な
る
た
め
、

議
員
数
の
４
分
の
３
以
上
の

者
が
出
席
し
、
そ
の
５
分
の

４
以
上
の
者
の
同
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。 議

会
解
散
決
議

議
会
解
散
決
議

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可

決
し
ま
し
た
。

阿久根市議会の解散に関する決議（案）

現在４年に１回、約４か月の間に市長選挙と市
議会議員選挙、さらに県議会議員選挙も実施され
ている。市民の方々から選挙のあり方についての
不満が出されており、令和４年第２回定例会に、
市長選挙と市議会議員選挙の同日選挙を求める陳
情書が２件、令和４年第３回定例会には多数の署
名を付した陳情書が１件提出された。同日選挙に
なると、市民の負担軽減、選挙費用の削減、投票
率の向上など多くのメリットがあることから、議
会としても特別委員会を設け、議論を続けてきた
ところである。市民の方々からも同日選挙の実施
を求める多くの声を聞く中において、令和４年第
３回定例会で、この３件の陳情書を採択した。
以上のことから、市民の代表である議会として
市民の声の実現に努めるべきであると考え、１２
月１８日に執行予定の市長選挙と市議会議員選挙
を同日に執行するため、「地方公共団体の議会の
解散に関する特例法」第２条の規定に基づき、阿
久根市議会の解散を決議する。

令和４年１２月７日

否決
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一
身
上
の
都
合
に
よ
り
10

月
〜
11
月
に
中
面
幸
人
議
員
、

白
石
純
一
議
員
の
辞
職
が
許

可
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
濱
門
明
典

議
員
が
12
月
７
日
に
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
辞
職
願
い
を

提
出
し
、
同
日
許
可
さ
れ
ま

し
た
。 議

員
辞
職

議
員
辞
職

濱
門
明
典
議
員
の
辞
職
、

竹
原
信
一
議
員
の
市
長
選
挙

に
立
候
補
し
た
こ
と
に
伴
う

失
職
に
よ
り
、
北
薩
広
域
行

政
事
務
組
合
議
会
議
員
に
２

人
の
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
12
月
21
日
に
第
３
回
臨

時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

・
濵
田　
洋
一
議
員

・
仮
屋
園　
一
徳
議
員

選　
挙

選　
挙

予

算

委

員

会

牟
田　
学　
委
員
長

一般会計補正
予算第７号

原案可決

賛成多数

・
福
祉
課
所
管
の
審
査

委
員　
債
務
負
担
行
為
の
保

育
園
保
護
者
連
絡
シ
ス
テ
ム

使
用
料
に
つ
い
て
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
ど
ん
な
動
き
を
す

る
の
か
。

福
祉
課
長　
保
護
者
か
ら
欠

席
の
連
絡
、
保
育
園
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
連
絡
を
各
保
護

者
の
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
行
う

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

・
健
康
増
進
課
所
管
の
審
査

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
予
防
接
種
業
務
に
つ
い
て
、

子
供
の
接
種
は
何
％
ぐ
ら
い

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

健
康
増
進
課
長　
子
供
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
５
歳
以
上

12
歳
ま
で
を
小
児
ワ
ク
チ
ン
、

生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で

を
乳
幼
児
ワ
ク
チ
ン
と
分
け

て
い
る
。
最
近
始
ま
っ
た
乳

幼
児
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は

ま
だ
計
算
し
て
い
な
い
が
、

小
児
ワ
ク
チ
ン
は
対
象
者
の

30
％
が
接
種
済
み
で
、
伸
び

が
あ
ま
り
な
い
状
況
で
あ
る
。

・
商
工
観
光
課
所
管
の
審
査

委
員　
地
元
企
業
就
労
者
賃

貸
住
宅
家
賃
支
援
補
助
金
に

つ
い
て
、
実
際
に
幾
ら
使
わ

れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
こ
れ
ま
で

に
８
人
に
総
額
56
万
８
０
０

０
円
を
交
付
し
、
平
均
で
３

万
９
９
０
０
円
の
家
賃
と

な
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
５

総
務
文
教
委
員
会

濵
田　
洋
一　
委
員
長

電源立地地域
対策交付金

不採択

全会一致

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

に
関
す
る
陳
情

審
査
方
法
の
協
議

６
月
10
日

陳
情
内
容
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
所
管
課
に
出
席
を
求

め
、
現
状
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
う
こ
と
を
決
定
。

所
管
課
へ
の
質
疑

６
月
17
日

委
員　
市
と
し
て
直
接
、
川

内
原
子
力
発
電
所
と
意
見
交

換
を
す
る
場
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
防
災
上
の
観
点

か
ら
、
市
長
・
副
市
長
を
は

じ
め
、
担
当
職
員
が
原
子
力

発
電
所
内
の
視
察
を
行
い
、

そ
の
際
に
原
子
力
発
電
所
の

幹
部
や
担
当
者
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

委
員　
市
に
よ
っ
て
交
付
金

の
額
に
大
き
な
差
が
あ
る
が
、

何
を
基
準
に
決
定
さ
れ
る
の

か
。

企
画
調
整
課
長　
発
電
所
の

所
在
地
で
あ
る
薩
摩
川
内
市

は
、
国
か
ら
直
接
、
原
子
力

発
電
施
設
等
立
地
地
域
長
期

発
展
対
策
交
付
金
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
交
付
金
は
、
隣

接
市
町
村
に
は
交
付
さ
れ
な

い
た
め
、
大
き
な
差
と
な
っ

て
い
る
。

委
員　
薩
摩
川
内
市
と
阿
久

根
市
で
も
距
離
は
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
薩
摩
川
内

市
の
地
域
よ
り
被
害
を
被
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
隣
接

自
治
体
と
は
い
え
、
交
付
金

額
に
つ
い
て
も
う
少
し
強
く

要
望
で
き
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長　
ほ
か
の
隣

接
自
治
体
に
お
い
て
も
同
じ

問
題
意
識
を
抱
え
て
い
る
。

電
源
立
地
地
域
で
論
議
す
る

協
議
会
の
場
で
要
望
し
、
よ

り
良
い
制
度
に
変
え
て
い
け

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

所
管
課
へ
の
質
疑

８
月
９
日

委
員　
阿
久
根
市
で
は
、
30

キ
ロ
ま
で
が
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
と

思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら

外
れ
る
地
域
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
原
発
か
ら

半
径
30
キ
ロ
に
か
か
ら
な
い

地
域
も
あ
る
が
、
そ
こ
の
地

域
も
含
め
、
全
て
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
と
い
う
考
え
の
も
と
整
理

し
て
い
る
。

委
員　
交
付
金
は
県
の
裁
量

で
あ
る
の
か
。
各
市
町
村
で

要
望
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
額

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長　
阿
久
根
市

に
は
県
を
通
じ
て
交
付
さ
れ

る
が
、
県
が
算
定
式
に
基
づ

き
算
出
し
交
付
し
て
い
る
。

参
考
人
及
び
所
管
課
へ
の
質
疑

８
月
23
日

参
考
人
（
陳
情
者
）
へ
の
主

な
質
疑
・
答
弁

委
員　
薩
摩
川
内
市
と
隣
接

自
治
体
と
の
一
番
大
き
な
交

付
金
の
差
額
は
、
立
地
自
治

体
で
あ
る
薩
摩
川
内
市
に
し

か
交
付
さ
れ
な
い
長
期
発
展

対
策
交
付
金
10
数
億
円
の
分

で
あ
る
。
こ
れ
を
何
と
か
し

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
か
。

参
考
人　
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
長
期
発
展
対
策
交
付
金
を

何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
県
議
会
議
員

や
国
会
議
員
に
お
願
い
し
て
、

人
を
想
定
し
て
い
た
が
10
月

末
時
点
で
13
人
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
足
分

を
追
加
し
た
。

・
教
育
総
務
課
所
管
の
審
査

委
員　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
つ

い
立
を
購
入
す
る
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
使

う
の
か
。

教
育
総
務
課
長
補
佐　
保
健

室
で
飛
沫
防
止
用
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

討
議
・
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。令

和
４
年

第
３
回
臨
時
会

開
催
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隣
接
自
治
体
に
も
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
と
思

い
、
陳
情
し
た
。

委
員　
薩
摩
川
内
市
の
交
付

金
額
を
言
わ
れ
た
が
、
金
額

は
薩
摩
川
内
市
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
の
か
。

参
考
人　
「
現
場
１
０
０
回
」

を
行
っ
た
。
薩
摩
川
内
市
に

足
を
運
ん
で
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
長
島
町
・
出

水
市
・
さ
つ
ま
町
に
も
行
っ

た
。
資
料
は
裏
付
け
を
取
っ

た
上
で
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
令
和
２

年
度
と
令
和
３
年
度
は
、
確

か
な
数
字
で
あ
る
。

委
員　
参
考
人
か
ら
説
明
の

あ
っ
た
陳
情
書
の
交
付
金
額

と
本
市
の
所
管
課
か
ら
い
た

だ
い
た
資
料
の
中
の
金
額
で

は
、
令
和
２
年
度
は
同
じ
で

あ
る
が
、
令
和
３
年
度
に
相

違
が
あ
り
、
確
認
し
た
方
が

よ
い
と
思
う
が
、
参
考
人
は

ど
う
考
え
る
か
。

参
考
人　
私
が
企
画
調
整
課

へ
行
き
、
教
え
て
い
た
だ
い

た
金
額
で
あ
る
。
も
し
誤
り

だ
と
し
た
ら
、
私
の
聞
き
違

い
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
教

え
て
い
た
だ
い
た
数
字
を
記

載
し
て
い
る
の
で
間
違
っ
て

い
な
い
と
思
う
。
し
か
し
、

間
違
い
で
あ
れ
ば
、
訂
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

委
員　
も
し
、
20
年
運
転
延

長
し
た
場
合
、
と
い
う
言
い

方
を
さ
れ
て
い
る
が
、
参
考

人
は
運
転
延
長
に
は
容
認
と

い
う
考
え
か
。
そ
れ
と
も
原

発
全
体
を
含
め
て
反
対
か
。

参
考
人　
運
転
延
長
に
は
反

対
で
あ
る
。
た
だ
、
原
子
力

規
制
委
員
会
が
延
長
を
認
め

た
場
合
、
国
は
そ
う
い
う
動

き
を
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
文
言
を
書
い
て
い

る
。

委
員　
延
長
に
は
反
対
で
あ

る
が
、
も
し
延
長
さ
れ
た
場

合
は
交
付
金
の
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
。

参
考
人　
そ
う
で
あ
る
。

委
員　
福
島
の
二
の
前
を
だ

さ
な
い
よ
う
と
あ
る
が
、
二

の
前
で
は
な
く
二
の
舞
と
い

う
文
言
が
適
切
だ
と
思
う
が
。

参
考
人　
日
本
語
は
難
し
い

と
つ
く
づ
く
思
う
。
今
後
、

改
め
て
陳
情
書
を
出
す
と
き

に
は
、
目
を
通
し
て
、
間
違

い
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

委
員　
文
言
の
誤
り
に
つ
い

て
、
訂
正
し
て
い
た
だ
い
た

方
が
よ
い
と
思
う
が
。

参
考
人　
私
と
し
て
訂
正
し

た
い
と
思
う
。

出典：鹿児島県原子力防災のしおり

委
員
長
の
確
認
事
項
の
報
告

委
員
長　
質
疑
応
答
に
お
い

て
、
委
員
か
ら
指
摘
の
あ
っ

た
、
令
和
３
年
度
の
交
付
金

の
金
額
に
つ
い
て
、
陳
情
書

に
記
載
さ
れ
た
額
７
５
４
７

万
５
９
３
４
円
と
所
管
課
が

提
出
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ

た
額
７
４
４
８
万
９
４
５
６

円
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
関

し
て
、
所
管
課
に
確
認
を

行
っ
た
。
確
認
の
結
果
、
阿

久
根
市
が
令
和
３
年
度
に
受

け
た
交
付
金
は
、
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
が
７
４
４

８
万
９
４
５
６
円
で
、
こ
の

ほ
か
に
、
原
発
関
係
の
広
報

に
使
う
使
途
で
交
付
さ
れ
る

広
報
調
査
等
交
付
金
98
万
５

４
７
８
円
の
交
付
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
交
付

金
の
合
計
は
７
５
４
７
万
４

９
３
４
円
と
な
る
。
よ
っ
て
、

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

と
し
て
は
、
陳
情
書
に
記
載

さ
れ
た
金
額
と
実
際
の
交
付

金
額
に
98
万
６
４
７
８
円
の

差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
広

報
調
査
等
交
付
金
を
合
計
し

た
金
額
と
陳
情
書
に
記
載
さ

れ
た
金
額
を
比
較
し
て
も
１

０
０
０
円
の
違
い
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
陳
情
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実

際
の
交
付
金
額
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
委
員
長
に
お
い
て

陳
情
者
に
対
し
、
陳
情
書
を

訂
正
す
る
意
志
が
あ
る
か
確

認
し
た
が
、
参
考
人
及
び
補

助
者
は
、
陳
情
内
容
の
文
言

及
び
数
字
と
も
訂
正
し
な
い

と
の
意
志
で
あ
っ
た
。

所
管
課
へ
の
質
疑

９
月
９
日

主
な
質
疑
・
答
弁

委
員　
先
の
委
員
会
で
内
閣

府
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

経
済
産
業
省
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の
要
望

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
提
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
調
整
課
長　
中
央
要
望

に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
電

源
地
域
連
絡
協
議
会
を
通
じ

て
本
市
も
加
入
し
て
い
る
九

州
地
方
電
源
地
域
連
絡
協
議

会
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

協
議
会
に
お
い
て
、
今
年
の

８
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
、
原
子
力
発
電
施
設
に
関

わ
る
支
援
策
、
原
子
力
発
電

所
の
安
全
確
保
と
防
災
体
制

の
確
立
に
つ
い
て
、
内
閣
府
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
九
州

経
済
産
業
局
に
要
望
を
行
っ

た
。
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
国
の
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
制
度
及
び
原
子

力
立
地
給
付
金
制
度
の
対
象

に
つ
い
て
、
立
地
市
町
村
、

隣
接
市
町
村
に
か
か
わ
ら
ず
、

原
子
力
発
電
施
設
が
立
地
す

る
地
点
か
ら
の
距
離
に
応
じ

て
、
そ
の
市
町
村
全
域
を
交

付
対
象
と
す
る
こ
と
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

所
管
課
へ
の
質
疑

10
月
19
日

主
な
質
疑
・
答
弁

委
員　
こ
れ
ま
で
に
阿
久
根

市
が
、
要
望
し
た
主
な
項
目

は
何
か
。

企
画
調
整
課
長　
意
見
を
主

体
的
に
入
れ
た
こ
と
は
な
い

が
、
地
域
交
付
金
の
配
分
方

法
等
に
つ
い
て
も
要
望
書
案

に
我
々
が
考
え
て
い
る
交
付

金
の
配
分
方
法
、
距
離
に
応

じ
た
配
分
と
い
う
こ
と
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
協

議
会
全
体
で
要
望
し
て
い
く

と
い
う
流
れ
で
我
々
も
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

委
員　
今
は
、
距
離
に
応
じ

薩
摩
沖
洋
上
風
力
発
電
計
画

に
賛
成
を
求
め
る
陳
情
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て
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

周
辺
９
自
治
体
の
電
力
の
使

用
量
に
よ
っ
て
交
付
金
が
配

分
さ
れ
て
い
る
。
一
た
び
事

故
が
あ
る
と
帰
還
困
難
区
域

に
指
定
さ
れ
、
耕
作
も
で
き

な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
部
分
も
加
味
し
て
も
ら

い
た
い
。
川
内
原
発
で
で
き

た
電
気
は
、
九
州
一
円
で
使

う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

交
付
金
は
安
定
し
た
も
の
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
面

積
を
加
味
す
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
は
当
然
認
識
し
て
お
り
、

問
題
意
識
は
委
員
と
同
じ
で

あ
る
。
現
時
点
の
交
付
金
の

配
分
方
法
が
立
地
自
治
体
に

偏
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
そ
の

解
消
、
緩
和
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
面
積
に
つ

い
て
も
今
回
の
御
意
見
を
含

め
、
来
年
度
以
降
の
要
望
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

主
な
討
議

委
員　
こ
の
陳
情
に
は
、
交

付
金
の
根
拠
が
不
明
確
で
あ

る
と
書
い
て
あ
る
が
、
根
拠

は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文
言
の
不
備
、
文
字

の
間
違
い
な
ど
が
見
受
け
ら

れ
る
。
交
付
金
の
額
は
概
ね

了
承
し
た
が
、
こ
の
陳
情
に

つ
い
て
は
不
採
択
す
べ
き
と

判
断
す
る
。

委
員　
こ
の
陳
情
書
の
交
付

金
額
は
誤
っ
て
お
り
、
陳
情

者
に
文
言
の
修
正
を
含
め
再

提
出
す
べ
き
と
申
し
上
げ
た
。

こ
の
ま
ま
採
択
は
で
き
な
い

の
で
、
不
採
択
で
よ
い
。

薩摩沖洋上風
力発電計画

一部採択

全会一致

薩
摩
沖
洋
上
風
力
発
電
計
画

に
賛
成
を
求
め
る
陳
情

審
査
方
法
協
議（
９
月
９
日
）

陳
情
者
に
参
考
人
と
し
て
出

席
を
求
め
る
こ
と
に
決
定
。

参
考
人
へ
の
主
な
質
疑
・
答

弁
（
10
月
19
日
）

委
員　
陳
情
団
体
に
つ
い
て
、

活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、

名
簿
を
作
成
し
、
団
体
の
会

員
の
人
数
な
ど
が
分
か
っ
た

ほ
う
が
よ
い
。
今
後
、
賛
同

者
を
募
る
の
で
あ
れ
ば
、
人

数
を
把
握
で
き
る
資
料
な
ど

必
要
だ
と
思
う
が
。

参
考
人　
各
団
体
に
働
き
か

け
て
賛
同
で
き
る
方
を
募
り
、

業
種
な
ど
識
別
可
能
な
資
料

の
作
成
に
取
り
組
む
。

委
員　
要
望
事
項
に
「
令
和

５
年
３
月
28
日
ま
で
に
県
知

事
、
県
議
会
に
対
し
て
、
情

報
提
供
と
有
望
な
区
域
の
指

定
の
意
見
書
提
出
を
お
願
い

す
る
」
と
書
い
て
あ
る
が
、

12
月
議
会
で
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
る
か
。

参
考
人　
前
回
、
い
ち
き
串

木
野
市
長
を
は
じ
め
、
い
ち

き
串
木
野
市
の
団
体
の
方
々

と
一
緒
に
、
知
事
に
対
す
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。
今
後

も
一
緒
に
行
動
し
た
い
と

思
う
の
で
、
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
２
市
で
合
わ
せ
、

行
動
し
た
い
。

陳
情
団
体
の
構
成
員
や
賛
同

す
る
企
業
の
資
料
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
審
査
及
び

意
見
（
11
月
11
日
）

委
員　
今
後
の
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え
た
と
き
に
、
こ

れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

全
員
が
そ
う
い
う
思
い
を
し

て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る

の
で
、
早
く
こ
の
要
望
を
意

見
書
と
し
て
、
知
事
へ
提
出

す
る
方
向
で
賛
同
す
べ
き
。

委
員　
多
く
の
方
が
賛
同
者

と
な
っ
て
い
る
同
意
書
が
提

出
さ
れ
た
が
、
漁
協
の
考
え

方
を
議
論
せ
ず
、
意
見
書
を

提
出
し
て
よ
い
も
の
か
。

洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
制

度
の
仕
組
み
や
鹿
児
島
県
に

お
け
る
現
状
に
つ
い
て
確
認

を
行
っ
た
上
で
の
主
な
意
見

（
11
月
24
日
）

委
員　
ほ
か
の
団
体
か
ら
多

く
の
同
意
書
が
出
て
い
る
が
、

利
害
関
係
者
で
あ
る
漁
協
と

の
会
議
の
場
を
設
け
た
上
で
、

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

委
員　
県
議
会
で
も
、
知
事

が
「
県
と
し
て
は
、
市
町
村

に
お
け
る
取
組
み
の
促
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
助

言
、
協
力
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
」
と
前
向
き
な
答
弁
を

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
自

体
は
進
め
て
よ
い
と
思
う
が
、

利
害
関
係
者
で
あ
る
漁
協
か

ら
意
見
や
考
え
方
を
聞
く
必

要
が
あ
る
。

参
考
人
（
北
さ
つ
ま
漁
協
の

代
表
者
）
へ
の
主
な
質
疑
・

答
弁
（
11
月
28
日
）

委
員　
今
年
の
６
月
に
開
催

さ
れ
た
総
代
会
に
お
い
て
、

大
多
数
の
方
が
反
対
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
反
対
の

主
な
理
由
は
何
か
。

参
考
人　
反
対
の
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
組
合
員
と
し

て
の
立
場
と
組
織
と
し
て
の

立
場
の
考
え
方
が
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
組
合

員
の
立
場
と
し
て
は
反
対
で

あ
る
。
漁
場
が
狭
く
な
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。

委
員　
協
議
会
等
へ
参
加
し

た
方
が
反
対
す
る
理
由
や
意

見
を
述
べ
ら
れ
る
機
会
が
あ

る
と
思
う
が
。

参
考
人　
県
の
捉
え
方
に
つ

い
て
、
県
漁
連
が
近
日
中
に

関
係
す
る
漁
協
を
集
め
て
、

意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
出
席
要
請
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
結
論
的
な
話
に
つ

い
て
は
、
持
ち
帰
っ
て
組
合

員
の
意
見
を
聞
か
ざ
る
を
得

な
い
。

参
考
人
と
補
助
者
の
意
見

参
考
人　
陳
情
書
を
出
さ
れ

た
団
体
の
流
れ
、
捉
え
方
を

理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
方

向
づ
け
を
し
な
が
ら
、
取
組

み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
協
議

の
場
が
あ
れ
ば
、
出
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

補
助
者　
洋
上
風
力
発
電
の

基
礎
部
分
や
支
柱
が
洋
上
に

設
置
さ
れ
た
場
合
、
ま
き
網

漁
船
や
棒
受
け
網
漁
船
が
夜
、

自
動
操
舵
で
帰
っ
て
来
る
と

き
に
危
険
な
状
態
に
な
る
こ

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会

副
議
長
に

岩
﨑
健
二
議
員
を
選
出

令
和
５
年
１
月
11
日
に
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
濵
﨑
國

治
議
員
が
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
５
年

１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
岩
﨑
健
二
議
員
を
副
議
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
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と
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

審
査
に
お
け
る
主
な
意
見

（
11
月
29
日
）

委
員　
当
初
出
さ
れ
た
８
月

24
日
の
陳
情
書
に
は
、
令
和

５
年
３
月
28
日
ま
で
に
と
い

う
こ
と
で
要
望
さ
れ
て
い
た

が
、
70
社
余
り
の
同
意
書
を

提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
12

月
議
会
で
お
願
い
し
た
い
と

の
要
望
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
違
い
は
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、
執
行
部
の
協
議
も
含
め

て
考
え
る
と
、
今
定
例
会
中

の
意
見
書
提
出
は
控
え
て
、

時
間
を
か
け
た
方
が
よ
い
。

委
員　
今
定
例
会
で
採
択
し

て
意
見
書
を
出
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。

所
管
課
へ
の
主
な
質
疑

委
員　
行
政
と
し
て
、
北
さ

つ
ま
漁
協
と
洋
上
風
力
に
関

す
る
事
業
の
協
議
を
進
め
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

水
産
林
務
課
長　
北
さ
つ
ま

漁
協
は
、
本
市
に
お
け
る
唯

一
の
利
害
関
係
者
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
情
報
交
換
を

行
い
な
が
ら
対
応
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

審
査
に
お
け
る
主
な
討
議

委
員　
大
変
慎
重
に
議
論
を

重
ね
、
内
容
も
よ
く
分
か
り
、

陳
情
趣
旨
も
理
解
し
た
。
県

に
対
し
て
意
見
書
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
旨
の
要
望
も

あ
る
の
で
、
一
部
採
択
と
し
、

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
。

委
員　
薩
摩
沖
洋
上
風
力
発

電
計
画
に
賛
成
を
求
め
る
陳

情
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回

の
意
見
書
提
出
に
あ
た
っ
て

は
、
趣
旨
と
は
少
し
違
う
が
、

一
部
を
採
択
し
、
意
見
書
提

出
で
よ
い
。

一
部
採
択
と
し
た
事
項

陳
情
事
項
１
項
目
め
の
、

「
行
政
と
市
議
会
、
関
係
す

る
団
体
等
が
よ
り
連
携
し
協

力
す
る
体
制
の
構
築
」

陳
情
事
項
２
項
目
め
の
、

「
県
知
事
に
対
し
て
の
意
見

書
提
出
」

所
管
事
務
調
査
の
報
告

１　
閉
校
後
の
学
校
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
６
月
28
日
）

閉
会
中
の
調
査
終
了
ま
で
の

継
続
調
査
と
し
て
付
託

（
令
和
元
年
９
月
13
日
）

所
管
課
へ
出
席
を
求
め
、
現

状
説
明
及
び
質
疑

委
員　
地
域
に
活
用
方
法
を

考
え
て
い
た
だ
く
の
は
大
切

で
あ
る
が
、
市
と
し
て
活
用

方
法
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
先
進
的
に

取
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
視
察
し
て
い
る
が
、
現

段
階
で
は
具
体
的
に
示
せ
る

活
用
方
針
は
な
い
。

（
令
和
２
年
１
月
28
日
）

薩
摩
川
内
市
東
郷
町
の
旧
山

田
小
学
校
を
外
国
人
技
能
実

習
生
受
け
入
れ
施
設
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
ベ
ー
シ
ッ

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

山
田
を
視
察
。
ベ
ー
シ
ッ
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
山

田
は
、
外
国
人
労
働
者
が
企

業
へ
の
就
労
の
前
に
、
語
学
、

文
化
、
日
常
生
活
に
必
要
な

マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル
等
を

学
ぶ
施
設
と
な
っ
て
い
た
。

２　
川
内
原
子
力
発
電
所
の

安
全
性
と
40
年
経
過
後
の

稼
働
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
６
月
28
日
）

閉
会
中
の
調
査
終
了
ま
で
の

継
続
調
査
と
し
て
付
託

（
令
和
元
年
10
月
31
日
）

川
内
原
子
力
発
電
所
に
お
い

て
九
州
電
力
か
ら
安
全
対
策

の
実
施
状
況
の
説
明
を
受
け
、

併
せ
て
緊
急
時
対
策
所
、
緊

急
時
対
策
棟
設
置
予
定
地
及

び
原
子
力
訓
練
セ
ン
タ
ー
を

見
学

（
令
和
２
年
２
月
９
日
）

本
市
の
赤
瀬
川
地
区
を
訓
練

実
施
地
区
と
し
て
行
わ
れ
た

鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練

を
視
察
。
本
市
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
の
屋
内
退
避

訓
練
、
原
子
力
防
災
講
習
会
、

同
所
か
ら
さ
つ
ま
町
を
経
由

し
て
姶
良
市
に
至
る
一
時
移

転
訓
練
の
避
難
退
域
時
検
査

及
び
避
難
所
受
入
れ
訓
練
の

状
況
を
視
察
。

（
令
和
４
年
１
月
21
日
）

令
和
３
年
陳
情
第
６
号
「
川

内
原
発
20
年
運
転
延
長
」
に

伴
う
課
題
の
調
査
・
研
究
と

議
会
及
び
住
民
へ
の
情
報
提

供
を
求
め
る
件
に
つ
い
て
の

審
査
と
併
せ
て
、
川
内
原
子

力
発
電
所
を
視
察
。

３　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

（
令
和
３
年
６
月
18
日
）

所
管
事
務
調
査
と
し
て
決
定
。

（
令
和
３
年
６
月
25
日
）

閉
会
中
の
調
査
終
了
ま
で
の

継
続
調
査
と
し
て
付
託
。

（
令
和
３
年
12
月
20
日
）

（
仮
称
）
北
鹿
児
島
西
地
区・

東
地
区
風
力
発
電
事
業
の
事

業
者
に
出
席
を
求
め
、
事
業

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
。

委
員　
風
車
の
設
置
場
所
を

変
更
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

集
落
か
ら
離
す
と
い
う
こ
と

か
。

事
業
者　
距
離
も
そ
う
で
あ

る
が
、
住
民
の
方
々
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
無
く
す

計
画
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
、
改
変
面
積
を
小
さ

く
し
、
ま
た
、
水
や
鳥
、
土

工
量
の
問
題
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
た
。

委
員　
対
象
地
区
の
住
民
の

方
々
が
、
複
数
の
事
業
者
か

ら
説
明
を
受
け
、
困
惑
さ
れ

て
い
る
が
。

事
業
者　
複
数
事
業
者
が
競

合
し
、
混
乱
を
与
え
て
い
る

事
実
は
、
結
果
と
し
て
あ
る
。

地
元
の
方
々
の
混
乱
を
招
く

こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

（
令
和
４
年
１
月
28
日
）

意
見
聴
取
し
た
風
力
発
電
事

業
者
に
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
決
定
。

要
望
事
項

１　
地
域
住
民
の
生
活
用
水

及
び
農
林
水
産
業
等
に
必

要
な
事
業
用
水
に
つ
い
て

は
、
建
設
工
事
中
及
び
事

業
開
始
後
の
い
ず
れ
の
時

期
も
含
め
建
設
前
と
変
わ

旧山田小での視察の様子

原子力発電所内での説明の様子
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ら
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
調
査
を
十
分
に
行

う
こ
と
。

２　
集
落
の
日
照
に
影
響
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
建

設
工
事
中
及
び
事
業
開
始

後
の
い
ず
れ
の
時
期
も
含

め
建
設
前
の
状
況
と
変
わ

ら
な
い
よ
う
措
置
す
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
調
査
を
十
分
に
す

る
こ
と
。

３　
他
の
事
業
者
が
計
画
さ

れ
て
い
る
事
業
と
計
画
区

域
が
重
複
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
へ
の
説

明
に
当
た
っ
て
は
、
差
異

が
な
い
よ
う
双
方
の
計
画

を
熟
知
し
た
上
で
行
う
こ

と
。
さ
ら
に
地
域
住
民
は

事
業
の
一
本
化
を
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う

重
複
し
て
い
る
事
業
者
間

で
協
議
・
調
整
を
行
っ
た

上
で
、
説
明
す
る
こ
と
。

※
要
望
書
は
、
令
和
４
年
２

月
３
日
に
関
係
事
業
者
へ

送
付
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

確
認
さ
れ
て
以
降
、
県
外
へ

の
移
動
制
限
や
視
察
・
会
議

等
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
十
分
な
調
査
が
で

き
ず
、
現
在
に
至
っ
た
次
第

で
あ
る
。

設置場所の視察の様子

風力発電計画の説明を受ける様子

討

論
～
多

く
の
賛

否　

活
発
に
～

認
定
第
１
号

令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

（
一
般
会
計
）

陳
情
第
14
号

薩
摩
沖
洋
上
風
力
発
電
計

画
に
賛
成
を
求
め
る
陳
情

意
見
書
第
２
号

決
議
第
３
号

議
案
第
42
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
（
第
７
号
）

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

こ
の
国
に
は
大
き
な
問
題

が
あ
る
。
誘
導
さ
れ
る
が
ま

ま
、
ふ
ら
ふ
ら
と
国
に
つ
い

て
い
く
だ
け
の
市
、
行
政
で

は
市
民
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
あ
ま
た
の
不
適
切
な

事
業
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
を

指
摘
す
ら
で
き
ず
、
た
だ
、

認
定
し
続
け
る
議
員
を
市
民

は
信
頼
し
て
よ
い
も
の
か
。

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

洋
上
発
電
と
い
う
の
は
、

建
設
に
莫
大
な
費
用
が
か
か

り
、
送
電
維
持
費
も
相
当
か

か
る
。
結
果
的
に
事
業
者
は

一
時
的
な
経
済
効
果
と
い
う

も
の
を
得
ら
れ
る
が
、
住
民

の
暮
ら
し
は
疲
弊
す
る
と
、

そ
う
な
る
に
違
い
な
い
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
。

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

洋
上
風
力
発
電
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
電
源
化

の
切
り
札
。
風
任
せ
の
風
力

発
電
が
主
電
源
化
の
切
り
札
。

少
し
は
国
が
言
う
こ
と
を
疑

い
、
自
分
の
頭
で
も
の
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

反
対 

濵
之
上
大
成
議
員

市
民
の
皆
さ
ん
に
任
さ
れ

た
４
年
と
い
う
期
間
を
全
力

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

本
予
算
案
に
反
対
す
る
理

由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
予
防
接
種
業
務
に
つ
い
て

で
あ
る
。
今
で
さ
え
、
市
民
、

そ
し
て
子
供
た
ち
の
体
に
入

れ
る
も
の
が
何
な
の
か
さ
え
、

阿
久
根
市
役
所
は
知
ろ
う
と

し
な
い
。
こ
の
無
責
任
、
無

自
覚
な
仕
事
ぶ
り
に
憤
り
を

覚
え
る
。

で
取
り
組
み
、
そ
の
責
務
を

全
う
す
る
こ
と
が
、
法
的
、

道
義
的
責
任
を
と
る
こ
と
と

考
え
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
市
民
お
一
人
一
人

に
こ
の
現
状
を
丁
寧
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
議
会
人
と

し
て
、
是
々
非
々
は
し
っ
か

り
と
し
た
捉
え
方
、
考
え
方

で
、
御
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

賛
成 

木
下　
孝
行
議
員

３
件
の
自
主
解
散
を
求
め

る
陳
情
に
対
し
、
議
会
が
賛

成
多
数
で
採
択
し
た
こ
と
を

受
け
て
提
案
し
た
も
の
で
あ

る
。
市
民
の
声
は
負
担
の
軽

減
、
費
用
の
削
減
、
投
票
率

の
向
上
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

一
部
の
議
員
が
市
議
会
議
員

選
挙
を
市
長
選
挙
の
滑
り
止

め
的
に
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
快
感
を
多

く
の
市
民
が
抱
い
て
、
問
題

視
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で

き
た
。

反
対 

牟
田　
学
議
員

総
務
文
教
で
１
件
の
継
続

審
査
の
陳
情
、
産
業
厚
生
で

４
件
の
所
管
事
務
調
査
案
件

を
残
し
た
ま
ま
。
ま
た
、
学

校
規
模
適
正
化
の
審
議
も
残

さ
れ
て
い
る
。
議
員
定
数
等

で
は
、
議
員
報
酬
改
定
に
つ

い
て
議
会
側
か
ら
市
長
に
対

し
意
見
を
求
め
、
結
論
が
出

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
議
員

定
数
を
１
名
減
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
条
例
改
正
の
提
案
さ
え

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

に
中
途
半
端
な
状
態
の
ま
ま

議
会
が
自
ら
解
散
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
私
に
は
考
え
ら

れ
な
い
。

賛
成 

仮
屋
園
一
徳
議
員

調
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
継
続
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
解
散
し
て
も
新

た
な
議
会
が
で
き
る
の
で
、

そ
こ
で
継
続
し
て
審
議
が
さ

れ
る
も
の
と
思
う
。
ま
た
、

今
回
提
出
し
た
決
議
案
が
遅

す
ぎ
た
と
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
早
く
解
散
し
て
し
ま
う

と
コ
ロ
ナ
関
係
の
予
算
を
議

決
で
き
な
い
、
市
民
に
迷
惑

が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
か
ら
今
に
な
っ
た
。
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令和４年第４回定例会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　
洋
一

濱
門　
明
典

濵
田　
洋
一

竹
原　
信
一

仮
屋
園
一
徳

牟
田　
　
学

岩
﨑　
健
二

木
下　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　
勝

濵
﨑　
國
治

野
畑　
　
直

認１ 令和３年度歳入歳出決算認定（一般
会計） ＊ ＊ ◆ ＊ ◆ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

認２ 令和３年度歳入歳出決算認定（国保
特別会計） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

認３ 令和３年度歳入歳出決算認定（交通
災害共済特別会計） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

認４ 令和３年度歳入歳出決算認定（介護
保険特別会計） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

認５ 令和３年度歳入歳出決算認定（後期
高齢者医療特別会計） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

認６ 令和３年度水道事業会計の決算認定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 認定

議38 教育委員会委員の任命 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 同意

議39 公平委員会委員の選任 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 同意

議40 地区集会施設の設置及び管理に関する条例の一部改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

議41 財産の無償譲渡について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

議42 令和４年度一般会計補正予算（第７号） ◇ ◇ 欠 ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 欠 － 可決

議43 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

議44 令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

議45 令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

議46 令和４年度一般会計補正予算（第８号） ＊ ＊ 欠 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 可決

陳４ 電源立地地域対策交付金に関する陳
情 ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ 欠 － 不採択

陳14 薩摩沖洋上風力発電計画に賛成を求める陳情 ◇ ◇ 欠 ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 欠 － 一部採択

意２

海洋再生可能エネルギー発電設備整
備促進区域の指定のための国への情
報提供に関し地元関係者等への積極
的な情報提供等を求める陳情書

◇ ◇ 欠 ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 欠 － 可決

決３ 阿久根市議会の解散に関する決議 特別多数決　投票11票　賛成６票，反対５票 否決

濱門明典議員辞職の件 ＊ ＊ － ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 欠 － 許可

【表の見方】議：議案　請：請願　決：決議　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
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一 般 質 問一 般 質 問

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
４
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

１　
濵
田　
洋
一　
議
員
「
危
機
管
理
」

２　
竹
原　
信
一　
議
員
「
負
の
循
環
」

３　
濱
門　
明
典　
議
員
「
再
エ
ネ
事
業
」

４　
山
田　
　
勝　
議
員
「
鳥
獣
被
害
対
策
」

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い

て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者

が
ま
と
め
、
広
報
広
聴
委
員
会
が
編
集
し
た

も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

濵
田　
「
公
助
」
の
役
割
で

重
要
な
こ
と
は
、
危
機
管
理

の
要
諦
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
整
え
る
か
。

市
長　
住
民
の
生
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
、
施
策
の

展
開
と
体
制
づ
く
り
が
重
要

で
あ
り
、
科
学
的
知
見
及
び

過
去
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
を
踏
ま
え
、
取
組
や
体

制
づ
く
り
を
絶
え
ず
改
善
す

る
。

答体制を絶えず改善する

問危機管理の要諦は

濵田　洋一　議員

危
機
管
理

危
機
管
理

濵
田　
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に

想
定
さ
れ
る
災
害
に
備
え
た

対
策
に
つ
い
て
、
自
主
防
災

組
織
あ
る
い
は
、
集
落
組
織

と
常
に
共
通
認
識
を
持
ち
、

連
携
を
図
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

総
務
課
長　
防
災
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、
想
定
さ
れ
る
災
害

に
対
す
る
住
民
行
動
等
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け

な
が
ら
、
災
害
へ
の
認
識
と

情
報
共
有
を
深
め
て
い
た
だ

く
活
動
に
取
り
組
む
。

市
の
将
来
像
は

濵
田　
今
や
る
べ
き
こ
と
、

将
来
に
向
け
て
や
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
市
民
生
活
の
安
定
を

図
り
な
が
ら
、
今
、
必
要
な

こ
と
、
そ
し
て
未
来
を
見
据

え
て
現
在
取
り
組
ん
で
お
く

べ
き
こ
と
を
時
期
を
逃
す
こ

と
な
く
着
実
に
進
め
る
。

濵
田　
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら

市
民
の
皆
様
を
支
え
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
行
政
に
託
さ

れ
た
使
命
で
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　
私
が
掲
げ
て
い
る
市

の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
に

は
、
市
政
の
様
々
な
分
野
で

市
民
の
皆
様
を
支
え
て
い
く

と
の
思
い
が
不
可
欠
で
あ
る
。

防災ガイドマップを活用し想定される災害に備え、
家族で話し合うことも大切です。

動画視聴
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観光まちづくりは負のスパイラル

竹
原　
人
口
は
減
少
し
て
い

く
。
そ
う
す
る
と
税
収
は
減

る
。
税
収
が
減
る
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
悪
化
す
る
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
悪
く
な
る
と
、

さ
ら
に
人
口
は
逃
げ
て
い
く

と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に

既
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
都

市
建
設
課
な
ど
は
、
草
刈
り

を
住
民
が
や
れ
と
か
、
総
務

課
は
自
助
で
と
い
う
考
え
方

に
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少

の
状
況
と
見
通
し
は
。
人
口

減
少
を
ど
う
や
っ
て
止
め
る

の
か
。

市
長　
特
に
20
歳
代
の
人
口

減
少
が
著
し
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。
転
出
や

濱
門　
阿
久
根
市
内
の
企
業

に
も
合
同
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ

ン
ク
阿
久
根
へ
の
出
資
を
募

る
と
言
っ
て
い
た
が
、
出
資

者
は
あ
っ
た
の
か
。

市
長　
現
在
ま
で
に
出
資
し

た
市
内
の
法
人
等
は
な
い
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

濱
門　
６
か
月
も
過
ぎ
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
市
民
が
望

ん
だ
事
業
な
の
か
と
捉
え
た

と
き
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　
出
資
を
検
討
さ
れ
て

い
る
市
内
の
会
社
は
２
社
で

あ
る
。

濱
門　
こ
の
事
業
が
阿
久
根

の
負
の
遺
産
と
な
る
の
で
は

と
心
配
す
る
。
事
業
を
行
う

答個別の理由による

答蓄電池受変電設備費用等

問人口減の原因は

問10億６千万円は妥当か

竹原　信一　議員

濱門　明典　議員

負
の
循
環

負
の
循
環

再
エ
ネ
事
業

再
エ
ネ
事
業

転
入
に
つ
い
て
は
個
別
の
事

由
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
人
口
減
少
の
抑
制
に
つ

な
が
る
施
策
を
推
進
す
る
。

施
設
の
費
用

竹
原　
観
光
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
建
設
・
維
持
費
、
解
体

費
用
等
は
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長　
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
設
計
業
務
委
託
費
が
約

１
億
１
１
６
０
万
円
、
建
設

費
は
18
億
１
１
０
万
円
、
年

間
維
持
費
は
約
１
５
８
０
万

円
、
ピ
ア
ノ
の
購
入
費
は
１

７
０
０
万
円
。
番
所
丘
公
園

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
設

計
は
約
２
５
０
万
円
、
整
備

費
は
約
３
０
０
０
万
円
、
年

間
維
持
費
は
算
出
し
て
い
な

い
。
図
書
館
は
、
設
計
約
３

３
９
０
万
円
、
建
設
費
は
、

約
４
億
８
５
４
０
万
円
、
維

持
費
は
算
出
し
て
い
な
い
。

に
当
た
っ
て
の
行
政
か
ら
の

説
明
が
不
足
し
て
い
る
と
思

う
が
。

市
長　
市
民
の
方
に
説
明
不

足
と
い
う
御
指
摘
は
真
摯
に

受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

濱
門　
総
事
業
費
は
10
億
６

千
万
円
と
聞
い
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
手
順
で
決
め
ら

れ
た
か
。
総
出
力
、
総
面
積

は
い
く
ら
か
。

政
策
監　
出
力
は
１
９
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
面
積
は
概
算

で
１
万
４
５
０
平
米
と
聞
い

て
い
る
。

濱
門　
総
出
力
２
０
０
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
だ
と
し
た
ら
１
億

６
千
万
円
の
工
事
費
く
ら
い

だ
と
聞
い
て
い
る
が
。

政
策
監　
約
半
分
の
５
億
円

程
度
が
蓄
電
池
関
係
、
太
陽

光
発
電
関
係
の
施
設
が
１
億

６
千
万
円
で
あ
る
。

濱
門　
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
１
億
６
千
万
円
、
蓄
電

池
５
億
円
、
合
計
で
７
億
円

弱
。
ま
だ
10
億
６
千
万
円
に

は
程
遠
い
金
額
だ
が
。

政
策
監　
残
り
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
受
変
電
設

備
等
の
費
用
で
あ
る
。

市民会館に設置された蓄電池
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山
田　
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
、

鹿
の
ジ
ビ
エ
活
用
食
肉
処
理

事
業
の
取
組
状
況
は
。

市
長　
解
体
処
理
施
設
が
本

市
に
１
か
所
あ
る
が
、
国
の

ジ
ビ
エ
認
証
を
取
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
10
月
29
日

に
認
証
機
関
に
よ
る
現
地
審

査
を
受
け
、
近
日
中
に
取
得

さ
れ
る
。
ジ
ビ
エ
活
用
に
向

け
て
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
田　
令
和
元
年
の
産
業
厚

生
委
員
会
で
の
い
か
く
ら
阿

久
根
に
関
す
る
調
査
で
は
、

不
正
は
な
か
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
解
体
処
理
し
た

肉
の
80
％
以
上
を
捕
獲
者
が

持
ち
帰
っ
て
い
る
。
捕
獲
し

て
補
助
金
を
貰
い
、
さ
ば
い

て
も
ら
っ
た
肉
は
持
ち
帰
る
。

こ
れ
で
は
ジ
ビ
エ
の
利
用
に

よ
る
阿
久
根
市
の
活
性
化
は

図
れ
な
い
。
正
常
化
の
た
め

の
肉
の
管
理
は
阿
久
根
市
が

行
っ
て
欲
し
い
が
。

市
長　
公
金
が
入
っ
て
い
る

以
上
、
ジ
ビ
エ
肉
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
第
三
者
が
入
っ

て
し
っ
か
り
と
記
録
し
、
販

売
に
つ
い
て
も
明
確
化
す
る
。

山
田　
い
か
く
ら
阿
久
根
に

関
す
る
係
争
は
判
決
が
確
定

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
。

市
長　
３
月
に
原
告
の
請
求

を
棄
却
す
る
判
決
が
出
さ
れ
、

高
裁
に
控
訴
し
た
が
10
月
に

棄
却
す
る
判
決
が
さ
れ
た
。

山
田　
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
よ

る
新
た
な
事
業
の
展
開
は
。

市
長　
鳥
獣
の
捕
獲
に
よ
る
、

農
作
物
の
被
害
軽
減
、
農
家

の
営
農
意
欲
の
向
上
、
ジ
ビ

エ
活
用
食
肉
処
理
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
ジ
ビ
エ
の
消
費

拡
大
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。

そ
の
他

市
街
地
の
活
性
化　
青
果
市

場
跡
地
の
９
月
議
会
以
降
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

答猪485頭　鹿1,149頭他

問鳥獣の捕獲状況は

山田　勝　議員

鳥
獣
被
害
対
策

鳥
獣
被
害
対
策

早急なジビエとして活用が求められる

10
月
以
降
に
４
人
の
議
員

が
辞
職
・
失
職
し
た
こ
と
に

伴
い
、
委
員
会
構
成
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

12
月
12
日
時
点
の
委
員
会
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
９
月
定
例
会
以
降
、

委
員
及
び
役
職
に
変
更
の

あ
っ
た
委
員
に
つ
い
て
は
朱

書
き
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

・
濵
田　
洋
一
委
員
長

・
竹
之
内　
和
満
副
委
員
長

・
牟
田　
学
委
員

・
岩
﨑　
健
二
委
員

・
濵
之
上
大
成
委
員

・
野
畑　
直
委
員

産
業
厚
生
委
員
会

・
仮
屋
園　
一
徳
委
員
長

・
山
田　
勝
副
委
員
長

・
川
上　
洋
一
委
員

・
木
下　
孝
行
委
員

・
濵
﨑　
國
治
委
員

議
会
運
営
委
員
会

・
牟
田　
学
委
員
長

・
岩
﨑　
健
二
副
委
員
長

・
竹
之
内　
和
満
委
員

・
濵
田　
洋
一
委
員

・
仮
屋
園　
一
徳
委
員

・
山
田　
勝
委
員

広
報
広
聴
委
員
会

・
竹
之
内　
和
満
委
員
長

・
木
下　
孝
行
副
委
員
長

・
川
上　
洋
一
委
員

・
牟
田　
学
委
員

・
濵
之
上　
大
成
委
員

・
山
田　
勝
委
員

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

本
市
か
ら
選
出
し
て
い
た

３
人
の
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
議
会
議
員
が
辞
職
・
失

職
し
た
た
め
、
議
長
等
の
役

職
者
が
い
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

12
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
に
お
い
て
、
議
長
に
木
下

孝
行
議
員
、
議
会
運
営
副
委

員
長
に
仮
屋
園
一
徳
議
員
、

総
務
委
員
長
に
濵
田
洋
一
議

員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

広報広聴委員会では、これまで議員と語る会の開催について協議を行ってまいりまし
たが、感染者数の把握の方法が変更になったとはいえ、まだ近隣市町村を含め、本市で
も感染が治まっていないことなどから、今年度の議員と語る会は中止することと決定さ
れました。

委
員
会
委
員
等
の
変
更

議員と語る会に関するお知らせ
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発　
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阿
久
根
市
議
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作
成
者　
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
竹
之
内
和
満

副
委
員
長　
木
下　
孝
行

委

員　
川
上　
洋
一

〃
　
牟
田　
　
学

〃
　
濵
之
上
大
成

〃
　
山
田　
　
勝

委
員
か
ら
一
言

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

で
は
、
開
会
前
に
２
人
の
議

員
が
辞
職
し
、
最
終
日
に
１

人
の
議
員
が
辞
職
、
閉
会
後

に
は
市
長
選
へ
の
立
候
補
に

よ
る
失
職
な
ど
、
４
人
も
の

議
員
が
欠
員
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
公
職
選
挙
法
の

90
日
特
例
に
よ
っ
て
こ
の
欠

員
の
補
充
は
さ
れ
な
い
。
欠

員
が
出
る
た
び
に
総
務
文
教

委
員
会
、
産
業
厚
生
委
員
会
、

広
報
広
聴
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
を
開
催
し
、
欠
員

を
補
充
し
て
き
た
。

年
が
明
け
て
行
わ
れ
る
第

１
回
定
例
会
は
市
の
予
算
を

決
め
る
重
要
な
定
例
会
で
あ

る
。
限
ら
れ
た
議
員
で
あ
る

が
議
論
を
尽
く
し
て
行
き
た

い
。

（
委
員
長　
竹
之
内　
和
満
）

２月
24日　本会議（提案説明・質疑）
27日　委員会（予算・議案等）
28日　委員会（予算・議案等）
３月
２日　本会議（一般質問）
３日　本会議（一般質問）
８日　本会議（審査報告・表決）
９日　委員会（新年度予算）
13日　委員会（新年度予算）
15日　委員会（新年度予算）
24日　本会議（審査報告・表決）
※変更になる場合があります。

市議会は、市の予算や施策につ
いて話し合い、決定する大切な場
所です。ぜひ傍聴にお越しくださ
い。
来られない方は、市ホームペー

ジ内、市議会ページの議会中継、
中継録画をご利用ください。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会中継への二次元
コードはこちら　　→

中継録画への二次元
コードはこちら　→

学校の社会科見学やＰＴＡ、各種団体等の研修でも傍聴できます。
会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

車椅子傍聴席は３階
一般傍聴席は４階です

令和５年第１回定例会令和５年第１回定例会
のお知らせのお知らせ

〈応募内容〉
①　クイズＱ１～Ｑ３の答え 
②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望
③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入いただき、
右記のいずれかの方法で応募ください。

④　応募締切は３月10日です（消印有効）。
＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介させていた
だく場合があります。

〈応募方法〉
・ハガキ：〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９
・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp
〈応募資格〉
阿久根市民に限ります。

※　当選は、商品の発送をもってかえさせていた
だきます。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。
よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から３名様に商品券（1,000円）を進呈します。
なお、当選者への商品券の贈呈は今回号をもって終了となります。沢山の方に応募していただきありがと
うございました。クイズは続けていきますので、引き続きお楽しみください。
Ｑ１　薩摩沖洋上風力発電計画に賛成を求める陳情では（　A　）項目めと（　B　）

項目めが（　C　）採択とされた。
Ｑ２　本市の令和３年度に交付された電源立地地域対策交付金の金額は（　D　）円で

ある。
Ｑ３　原子力発電所からおおむね５㎞圏内を（　E　）圏内、30㎞圏内を（　F　）圏

内と言う。
～前回　２１７号の答え～
Ａ：１２９億２２０７万　Ｂ：３/４　Ｃ：４/５　Ｄ：１４

クイズ 議会だよりfrom


